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平家物語巻九にみえる小宰相の身投げについては、建礼門院右京
大夫集に、彼女が上西門院に仕えた女房で美人であ
ったこと、
さる
人が思いを懸けていたが通盛に取られてしまったこと、一谷合戦で討ち死にした通盛の後を追って底の藻屑に
なったことが語られてい
る。
この「小宰相身投」
の章は、源氏物語の浮舟の入水や狭衣物語
の飛鳥井姫の身投げのように、単に平安朝的な哀愁の物語として述べられているのでもなく、また十訓抄や留我物語のように、彼女の入水を二夫にまみえない貞女諏として捉えている でもない。
そこ
には戦乱の中世を生きた一人の 性の冥実が語られて
いる。
ここで
は、小宰相の身投げの意味を知る上で必要な 彼女の通盛に対する返歌の解釈について考察しようと思う。
なお、平家物語の本文は、
日本古典文学大系本平家物語によった。
二、本論
ヽノ一（ 
平家物語巻九「小宰相身投」の章の通盛から贈られた歌
一、序詮
平家物語巻九の小宰相の
返歌の解釈について
瀬
我こひはほそ谷河のまろ木ばしふみかへされてぬる4袖かな
に対する小宰相の返歌（実際は上西門院の代作であるが）、
ただたのめほそ谷河のまろ木柄ふみかへしてはおちざらめやは
の解釈 ついては、
古来異説がある。
平家物語考証は、
「細谷河ノ和歌ハ納幣ノ贈答ノミ実二此ノ如キ
事アルニアラス」（牲之九小さいしゃうの事）と言って、この歌を二人が恋の成就を瀬って幣に添えて神に奉ったものとしている。
日本古典文学大系本平家物語は、
この歌の第四、五句の主語を相
とし、
その楢を小宰相の恋の比喩と考え、
「やは」を詠嘆の助詞に
とって、
「どうぞ細谷川の丸木橋を信頼して下さい。
たとえ、
か弱
い橋であろうとも、
人に
踏まれたとて落ちるような気の弱いことは
決してありませんから。」と解釈する。
一方、佐々木八郎氏「平家物語評講」によると、
「おち」は橋か
ら下に落ちるこ に諷して、遥盛の思うつぼ 落ち その心になびく意とし、
「やは」は反語の助詞にとる。
その意味は、
「絶望せず
にただ一筋に希望を持て。細谷川に
かけた丸木栂は踏み
もどれば落
ちる道迎で、手紙を返却して、
それでそのまま落ちないわけがあろ
良
甚
樹
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うか。」とする。
宮倉徳次郎氏「平家物語全注釈」によると、「ふみかへし」は「文
返し」と「踏み返し」の意味をかけ、
「落ちざらめやは」は、楢か
ら落ちる意と申し出に
なぴく意をかけているとと
り、
「ひたすらあ
てになさって下さい。細い谷川にか
かっている丸木相を踏み返すよ
うに、
あなたに返事をさしあげますからにはお首葉に従わずにはい
られません。」と解釈する
ところで、
この「落つ」を「なびく」と訳すと、小宰相のやさし
さが強まるのであるが、
古典に見られる、
男女の閻柄に用いられて
いる「落つ」は、
・法
師の扇をおとして侍りけるをかへすとて
和泉式部
俊くも忘られにける扉哉
ti
たりけりとひともこそ見れ
（後拾逍和歌集巻二十誹諧歌）
．の
ように、
「五戒の中の邪淫戒を破る」意を表わしたり、
寄レ滝と言ふ事を詠ませ給うける
後小松院御製
何時よりか妹背の中に落ち初めて吉野の滝を袖にせくらん•• 
（新続古今和歌集迭十一恋歌）
のように、「（恋に）陥る」の意に用いられてい
る。
しかし、
後者の
歌は「妹背の中」と結びついて用いられている。また平家物語を調
・
ペ
てみても、
「落つ」が単独で「なびく」の意を表わしている用例
は見当たらない。
この小宰相の返歌は、「まろ木栢」の緑で「落ち」と言っているの
だから、単純に「なびく」の意にとらないほうがよい。そこで、
こ
の「落つ」の語意を明
らかにし、
この歌にこめられている小宰相の
真意をつ むために、
次に彼女の身投げの意味について考えてみよ
うと思う。
．
） 二（ 
万葉集巻九及び大和物語百四十七段にみえる、茸屋の菟原処女が
血沼壮士と蒐原壮士の二人に求婚されて思い悩んで生田川に投身し、二人の男も後を追って果てたという話のような処女塚式要争い伝説は、万菓集巻九の勝鹿の 間の手児奈の話（多くの男に言い寄られた手児奈は港に投身自殺する）
、
万葉集巻十六の桜子の話（二人の
男に求婚され、
桜子は絵死する）や綬児の話（三人の男に求婚され
た綬児は耳無の池に入水する）にもみられる。
いずれも、
一人の純
情な処女が複数の男に求婚されて進退に窮し、死を選ぶに至るという処女の深い思いが語られている。
また、
大和物語百五十段には、奈良の帝に仕えていた采女が、一
度帝の寵愛を受けて以来帝恋瓶の気持ち
がつのるにもかかわらず
、
その後は帝から顧みられなか
ったために悲観し、
ある夜猿沢池に投
身した話が戟っている。身を観じて自分から
言い出すことのできな
い恋に落ちた釆女は、死を賭してもそ 純愛を貧こうとし いる．一方、
源氏物語の浮舟は、戟極的で消熱的な匂宮と、哀而目で義
理固い照との板挟みになり
どちらとも決めかねて、
「昔は、懸想
する人の有様の、
いづれとなきに、思ひ煩ひてだにこそ、
身を投ぐ
る例もありけ
れ。長らへば、
必ず、憂き事見えぬべき身の
亡くな
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● は 、 何 か 惜 し か る ぺ き 」 （ 源 氏 物 語 「 浮 舟 」 ） と 考 え 、 つ い に 宇
治 川 に 投 身 自 殺 を 計 る 。 横 川 の 僧 都 は 、 宇 治 の 院 の 木 の 下 に 倒 れ
て
い た 浮舟 を 救 い 、 物 の 怪 を 閲 伏 す る 。 こ こ で 作 者 は 、 浮 舟 の 入 水 は実 は 彼 女 の 意 志 か ら し た も の で は な く 物 の 怪 の し わ ざ で あ っ た と いうことを、物の怪の口を通して語らせている
（ 同 「 手 習 」 ） 。 し か し 、
た と え 物 の 怪 に 取 り 付 か れ 前 後 不 党 の 状 態 で 投 身 し た に せ よ 、 右 近や 侍 従 が 絶 え ず 浮 舟 か ら 聞 い て い た よ う
に、
彼 女 に 死 ぬ 窯 志 が あ っ 、
たことは確かであった。彼女が身
投 げ の 例 と し て あ げ た 「 （ 昔 の ）
注ー
懸 想 す る 人 」 は 、
玉 上 琢 弥 氏 も 指 摘 さ れ る と お
り、
苑 原 処 女 を さ し
て い る 。
し か し 、
彼 女 は 、 二 人 の 男 に 代 わ ろ う と し て 自 分 の 卦 を 餓
牲にしていった、
あ の 恋 に 生 命 を 燃 焼 さ せ て い る 菟 原 処 女 と は 迩 っ
て、
二 人
の男の閥をさまよい、襖悩の采てに死を選んだはかない女
性であった
り
そ し て 、 狭 衣 物 語 に よ る と 、 飛 鳥 井 姫 の 入 水 は 次 の よ う に 語 ら れ
て い る 。 狭 衣 中 将 は 、 仁 和 寺 の 威 儀 師 に か ど わ か さ れ よ う と し て いた飛鳥井姫の危機を救い、
彼 女 の 許 に 通 う よ う に な る 。 姫 は 身 分 を
隠 す 中 将 に う す l＼ と は 感 づ く
が 、
は き l＼ と は 問 い 詰 め た り し な
いやさしく可憐な人柄である。姫は恢妊
するが、
彼 女 は 身 分 の 途 い
を 気 に し て そ れ を 中 将 に 告 げ る こ と も
しない。そうしているうちに、
生 活 の 不 如 意 を 感 じ た 乳 母 は 、
太 秦 の 寺 で 見 染 め て い た 式 部 太 輔 に
姫を盗ませ、
舟 に 乗 せ て 筑 紫 に 下 ら せ る 。 姫 は 中 将 を 恋 い 媒 う あ ま
り 、
虫 明 の 瀬 戸 で 入
水自
殺 を 計 る が 、 兄 に 当 た る 僧 に 救 わ れ る 。 世
慣 れ ぬ な よ l＼ と し た 姫 は 、
彼女の意志に反して、中将と引き離さ
れて筑紫に連れて行かれようとしても、敢えて反対せず、海に沈ん
と こ ろ で 、 中世 の 軍 記 物 語 に も し ば l＼ 女 性 の 入 水 の 場 面 が 描 か
（三）
で 中 将 と 来世 で 会 お う と 望 む 頼 り な
い存在でしかない。中将は、姫
を 大 和 物 語 の 猿 沢 の 池 に 潜 い た 釆女 に も 比 し て 愛怨 を 党 え 、
その死
を 悼 む と い う は か な い 恋 が 語 ら れ て い る 。
さ ら に 、 「 朝 倉 の 物 語 」 の 朝 倉 姫 の 失 踪 、 投 身 の 原 因
は、
松 尾 聡
博 士 の 「 平安 時 代 物 語 の 研 究 」 に よ る と 、 次 の よ う に な っ て い る 。姫 は 三 位 中 将 と 熱 烈 に 愛 し 合 っ て い た に も か か わ ら ず 、
式部卿宮と
の 一 夜 の 契 り に よ り 恢 妊 し た 上
に、
三 位 中 将 （ 今 で は 関 白 ） の 正 要
掘 河 殿 が 、 夫 と 姫 （ 今 で は 朝 倉 君 ） と の 雌 間 を 計 っ た こ と も あ っ て 、二 人 の 間 が 夜 離 れ に な り 、 心 細 く な っ た 彼 女 は 、 陸 奥 の 父 が 恋 し くな り 訪 ね て 行 こ う と す る が 、
か弱い女の身では
到 底 行 き 珀 く こ と が
で き そ う に な く 、 生 き る 望 み を 失 な っ て 淡 海 の 湖 に 飛 び 込 ん で し ま
注2
う 。
しか
し 彼 女 は 巡 よ く 助 け ら れ て 石 山 寺 に 参 籠 す る 。 松 尾 博 士 の
言 わ れ る よ う に 、
こ こ に も 源 氏 物 語 浮 舟 入 水 の 影 響 が み ら れ る の で
あ る が 、 水中 に 揺 れ る 藻 の よ う に は か な く 迎 命 に 翻 弄 さ れ る 姫 君 の様 子 が 哀 謁 も 深 く 語 ら れ て い る 。
以 上 見 て き た よ う に 、
克 原 処 女 は 二 人 の 男 を 硲 う あ ま り 深 渕 に 入
り、浮舟
も 二 人 の 男 の 間 に あ っ て 恋 の 思 い が つ の る に も か か わ ら ず
どちらとも決めかねて入水している。一方、釆女や飛鳥井姫や朝倉君は、恋人と引き離されて現世の無常に思い至り、底の水届となっ
注3
ている。その中でも飛烏井姫や朝倉
君は、
三 途 の 川 の 傍 で 恋 人 と 逢
瀬を持つことを待ち望んで来世に憔れている。
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れている。
陸奥話記を見ると、安倍頼時及びその子貞任・宗任が、源頼義·
義家親子に降った時、貞任の弟則任の要の壮烈な最期を、
「但、柵
破ル；之時
、
則任ガ要
獨
，抱令
Uーニ歳ー男，ー
語
り？芝言ク
、君将ザ
没セント。妾不レ役獨，生ク→ヲ°請7
君
ー前ーご花、
死
ナン。則チ乍り
抱キ品吟自，投
，
ーご深淵
ニ
ー死
ス
。可
＞
レ謂立一烈女ト一夫。」
と伝えて、
夫を磁うあまり覚悟の死を遂げ 彼女を称賛している。この話は、今昔物語集巻二十五「源頼義朝臣爵ーー安陪貞任等ー語」にも、貞任の妻の話として述べられ、また
十訓抄第六「可存忠直事」には則任
．の要の話として戦せられているが、いずれ
も要が夫を思う殊勝な心
情に感勁している。
．
ここで注目されることは、陸奥
話記には、他の二世に見られない
パ「
可、品硝ご烈女ー一央。」
と
いう作者の賛辞が付け加えられている
ことである。「烈女」と う語は、史記
刺客列
伝「摂政伝」に、摂政の
姉栄が、政が韓の大臣を殺した い 人々の非難を物ともせず、死を賭けて弟を弁設し、その恥を雪どうとした時、
人々が彼女を
・「非3f
獨
，
政
，能アル一、．｀ぷ一也
。
乃チ其ノ姉そ亦ク細如也」
と
言
って
称
えた所に出ている。また文華秀脱築には、白貶になるまで嵯峨天皇
注ヽ
の後宮に貞淑に侍った小野石子を、藤原冬嗣が●「列女、偲文賊．、ニ倹良コ」と詠んで、「列女」として称賛している。この陸奥話記の「烈女」も、気象のしっかりした操の正しい女性の意味で用いられ
．て
い
る
。
ヽ｀9‘
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保元物語には、為義北の方の入水の後日談として、人々が、
「賢・
臣二君に仕ず、貞女両夫にまみえずと云文有」と唸し合っ
て、
北の
方の夫を思う気持ちに打たれたことが賊ってい
る。これは、盛んに
中国の故事 引いて情赳を深めようとする作者の意図の
表われで、
史記田単伝の文句をそのまま借用している。
この「貞女」という語は、文華秀肱集に小野石子のことを、桑原
注6
腹赤が、
「孤墳対．‘ら生貞女狭」と称えて詠んだ所にも出てくる。
また十訓抄第六「可存忠直事」にも 「唐土貞女事」として、「虞舜帝固后蛾皇図英二人ながら湘水の底 おほれ」と述ぺられている。従って、
「貞女」という漢語は「烈女」と語窓が同じであり、
共に平安朝の淡詩文にお
いて節採の固い女性を賛める場合に、しば
l＼用いられ、また軍記物語でも夫 後を追って入水した女性を称える場合に恨用的に用いられている。こ 「小宰相身投
」の場合も、
保元物語と同じく史記の語句を作者の感想として最後 引用して、小宰相をたぐい稀な深い心 持ち主として質揚している。
‘‘、五（ 
平家物語
の小宰相身投げの物梧は、保元物語の為義北の方入水の
注5
話を受け継いで由かれていることは、すで
に後藤丹治氏が述ぺてお
られる
。
後藤氏は両者を比較して、趣向や詞句が一致する点が多く
存在することを証明されている。
しかし、小宰相身投げの物語は為
義北の方の物語と語句は一致する箇所があるもの 、その構想は史
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実を基にして創作したものであり、そこには平家物語独自の
、中世
を生きた女性の―つの典型が語られている。
保元物語によると、為義の北の方は、・「男にをくれ、子に別」れ
たことを嘆き悲しんで入水したと語られている。小宰相の話にも懐妊の事が出てくるが、彼女はそれを、やがて生まれ 子を見
るにつ
けても通盛のことが思われてならないだろうと言っ 、通盛との別れを惜しむことに結びつけており、夫婦の深い繋がりを印象づけ
て
いる。また保元物語では、乳母の女房を初めとして人々が、身投げしようと決意した為義 北の方を諌める時に、
「昔は胡塞滴里の笙
路に鏡の彩をかこちわび、燕子楼の霜月 夜々心を傷 む」と中国の例を引いて、
入水の罪深さをあげつらっている。平家物語では、
乳母 女房は、一谷合戦の戦死者 要 心も思いやり軽卒を警めよと現実に立って訴えており、より印象が深くなっ 。
小宰相は、
通盛の侍君太瀧口時員から夫の討ち死にを聞かされる。
彼女は、
コぢやううたれぬときAたまへ
ri
、もしひが事にても
やあるらん、いきてかへらるA事もゃ」と、日を待ち暮らすが、
夫
は帰って来ず 八島へ沿こうとする日の宵も過ぎる頃 なって、始めて、
「このほどは、三位うたれぬときA·つれ
ti
、まことともお
もはでありつるが、このくれほどより、さもあるらんとおもひさだめてあるぞとよ。人ごとにみなと河とかやのしもにてうたれにしはいへ切糾、そののちいきてあひたりといふものは 人もな 。あすうち でんとて 夜、 か さまなる ころ てゆき ひたりしかば、＇いつよりも心ぼそげにうちなげきて、E笞Iのいく には、一ぢやううたれなんず おぽゆるはとよ。我い
かにもなりなんのち
、
人はいかゞし給ふぺき」なんどいひしか
ti
、いくさはいつもの事
なれば、一ぢやうさるぺしとおもはざりける事のくやしさよ」と、米世で共に会おうと約束しなかったことを辛く思う。
「たゞならず
成たる事をも、日ごろはかく ていはざりしか
ti
、心づよふおも
はれじとて、いひいだしたりしかば、なのめならずうれしげ」であった。それにつけて
も、
「しづかにみみとなっての
ち、
おさなきも
のをもそだてて、なき のかたみにもみばやと おもへども、おさなきものをみんたびごとには む しの人のみこひしくて、
おもひ
の数はつ る
ti
、なぐさむことはよもあらじ」と、逆接助詞「ど
も」や「とも」を多用し 過去や未来の出来事に対 、．それは自分が予想もしていなかっ （して な ）不本意な事だと思い返す。このように「心にまかせぬ世のならひ」は、思いがけない再婚といった事態も予想される。ここに至っ 、小宰相
は、
「い
きてゐ
てとにかくに人をこひし おもはんより、たゞ水の底へいらばや」と決心し、乳母の女房が寝入った隙に、月の入る西 向かって手を合わせ、
「沖のしら洲に嗚千烏、あまのとわたる梶の音」を聞いて
いっそう感慨を深くし、阿弥陀如来に「必ずひとつはちす むたまへ」と祈って、ついに悔に沈んでしまう。この「沖 洲鳴千鳥」は「有明の月彩さむみ難波がたおき しら洲に千鳥なくなり」（新千賊和歌集巻六俊恵法師） 歌に見え、
また「あまのとわ
たる梶の音」は、
「水まさり浅き瀬しらずなりぬとも天のと渡る舟
はなしやは」（後撰和歌集巻五読人しらず）の歌に詠ま ている。このような平安歌語の使用によって、それらが通盛に引かれる小宰相の述瀬ない思いと融け合って、入水の瞬間のあはれさ 余情も深
三、
結詰
6
＜捉えられている。
しかし、ここでは小宰相身投げの悲哀を中心に語ろうとするので
はない。男を傷つけないためには入水をも辞さない菟原処女の恋の情熱、恋人との仲を速命によって無惨に引き裂かれ、世をはかなんで底
の藻屑となった飛烏井姫や朝倉君達。奈良や平安の物語では入
水するのは女性であり、
男は脇役として悲劇を栴成する。一方、小
宰相の入水の契機 、通盛 討ち死であり、
彼女の人生は通盛と深
＜係わっており、彼女は通盛と― に融け合うことを願って入水し
，ていく。ここには、本食や平安の女性達のような離別の悲哀はあら
わには語られていない。小宰相は来世で再び通盛と結びつき、二人の絆は永遠に絶えない強いものとして述ぺられている。
羹ゃ委の女性述の入水と小宰相の身投げの描写のこのような
迩いの一っには、
当時の婚姻形娘の相述（現に同じ軍記物語でも、
陸奥話記では妻が夫の死ぬ前に渕に投身して る）から来るものであろうが、
しかし平家物語の作者は、
そのような制度の違いを越え
て、
一人の中世女性が夫の戦死の悲しみを乗り越えていく昇華され
た愛の姿を描いて、香り高いロマンの世界を現出している
以上見てきたように、党一本平家物語「小宰相身投」の章は、
単
なる貞女の話ではなく、
ここには小宰相の通盛に対するいちずな思
いが語られている。その構成も、
延脱本平家物諾や長門本平家物語
とは順序を逆にし 、
先ず小宰相が心なら
ずも別れた通盛との妹背
の仲を悲しんで入水したことを述
ぺ、
ついで
通盛との出会いが語ら
れている。二人のほほえましい恋の経緯が後で記されているために、かえって別れの悲痛さと再会への願いは強まるので
ある。
平家物語を絣くと、夫重衡の死を知って憂いに沈む北の方が、「ま
ことに別れた まっりし後は、
越前
三位のうへの様に水の底にもし
づむぺかりしが」（巻十一重衡被斬）と言って るように、戦争による離別の喋きが屈々描かれてい
る。
しかし、
その中でも小宰相は、
戦いにより通盛と引き裂かれた事実を主体的に受け止め、再び来世で遥盛と会える を願って
投身するのであり、
そのけなげさは世
にも稀なものであった。そ て、小宰相 通盛に対する思 の深さは、人
間の理知を越えた迎命としての別れによっ
ても、
少しも弱ま
ることを知らないのであった。
従って、小宰相の通盛に対する返歌はすでに彼女のい
ち
ずな思い
がよまれているものとして、解釈は次のようになるであろう。
上の句は、
「まろ木相」を小宰相と通盛の恋にたとえており、
ニ
人の恋 いつまでも続
くことをひたすらに信
穎せよと言っている。
下の句 「ふみかへし」は、
「文返し」と「踏み返し」の掛詞であ
り、「文返し」は蜻蛉日記に「心あるとふみかへす ん（も）浜千鳥うらにのみ
こそあとはとゞめめ」と詠まれているように、
小宰相
が通盛に手紙を返却する意を表わしている。
「落ち」は「なびく」
の意は含んでおらず、単に「（小宰相が）落つ」の窓 用いられており、
「やは」は反語の助詞である。
「ふみかへしてはおちざらめや
は」は、
丸木橋を渡りかけて強くまた踏み返して
川に
落ちることを
比喩として表現して、
通盛の手紙を受け取らずに返して二人の仲が
疎遠になることを 味している。そしてこの歌
は、
言外にこうして
ご返事を差し上げています
ように私は一筋にあなたをお恥い申して
いますということを伝えようとしている。
よってこの歌の意味は、ひたすらに私達の恋を信頼して下さい。丸木栢を渡りかけて踏返
．
ししては楢から落ち
るであろうように、私があなたのお手紙をお返
．
ししては私達の恋はと絶えるでしょう。
（しかし
私
は
、
あ
な
たのご
好意をそっけなくするような危
うい
心の持
ち
主ではあ
りません。）
となる。
関守次男氏は、
「歌ことばrふみかへされて』の解釈」（コ翌叫国
文」三八·-0
ー
S44.10)の中で、
この小宰相の返歌の「ふみか
へされて」の意味を検討されて、「かへす」に反覆・逆もどり・
順倒
の
三義が認められる中で逆もどりの意を表わしていると説かれてい
る。また佐藤喜代治氏は、コ凶印学の展fll•新集念抹（史的研究）」第八一号1s45.6)に於いて、岩手方苔の「フソゲTス」及び全国方百辞典に採られている「ふんぐらがえす」が「ふみかへす」の元の形であろうとさ 、
足首
を
ねじる
と訳されている。
．
ところ
で、「ふみかへす」の用例を網べてみると、
舟はちゐさし、くるりとふみかへしてンげり（平家物語巻九「落足」）
は踏まれて顧覆する意を表わす。また、
中人迩約恋
．い
は
せ川 のとだえの丸はしは道よりふみもかへすなりけり（林
葉和歌集”五恋歌）
は同じ道を引き返す窯を示す。また前述した蜆蛉日記の兼家の歌の「ふみかへす」は、誓物を返却する意の「文返す」に、千凡が自
分の足跡をたどって踏み戻る意の「踏み返す」を掛けることによって、兼家の心を踏みにじる意を表わしている。
従って小宰相の歌の「ふみかへす」も、
「かへす」に強関の意味
がうかがえることから
、反復継続して踏む意に使われて
おり、
通盛
の心を冷淡に取り扱うことであ た。
なお「落ちざらめやは」の「落つ」のな味は、
「おそろしや木薗
の懸路の丸木栢ふみ見る度に落ちぬぺきかな」（千戟和歌集巻十八喜歌）とあるように、佃が女 ために凶落する点に用い、クれた例もあるが、
ここでは「にくひ若衆をおちいらせうとて、竹へげのl\
丸はしをわたいた。」（閑吟集）に見られるように、不安定 丸柏を路み
返して落る意を汲わして
おり、通盛と小宰相の恋が駄目になる
ことを併えてい 。そして危う＜断
たれ
そうになった二人の恋は、
上西門院の機転によりめで く成就するのである。注1
「OO氏物栢評釈」第十二泡Bけ舟」一六五頁
注2ヲェ森収、物語 研究」一六「朝公の物栢」二七九頁注
3
源氏物語お典上を「み
つ
せがは」
．
注4
哀似°奉
ルレ和シ「傷
ムニニ野女侍中
9
-」
注5
「国文学論叢」第二輯「中世文学」ニ―頁
注6
哀慟。奉
ル＞和シ「傷
ム豆野女侍中
ヲ
―」
なお、文中に引用した密物は、後拾辺和歌集•新椋古今和歌集•新千賊和歌集・後撰和歌集（国歌大観）、陸奥話記・林葉和歌渠（群杏類従本）、閑吟集（続群杏類従本）十訓抄（国史大系本）
、
史記（中
国古典選、史記）の他は日本古典文学大系本に拠った
。
（本学第一0回卒業
岡山瓜立総社高校教諭）
